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第
三
回
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
が
終
了
し
ま

し
た
が
、
こ
の
事
業
の
主
催
者
は
、
日
本
国
際

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー
に
参
加
す
る
若
者

が
主
体
の
N
G
O
で
す
。
世
界
の
若
者
が
共

同
生
活
を
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
と
環
境
・
福

祉
・
農
業
開
発
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
理

解
を
深
め
合
い
、
交
流
す
る
こ
と
を
事
業
の
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
受
け
入
れ
る
ね
ら
い
は
、
町
民
の
皆

様
に
あ
っ
て
は
、
国
際
感
覚
を
養
い
、
世
界
の

人
々
と
友
情
で
結
ば
れ
相
互
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

国
際
化
す
る
社
会
に
な
じ
ん
で
、
将
来
は
国
際

舞
台
で
活
躍
で
き
る
人
材
が
輩
出
さ
れ
る
よ

う
に
と
願
っ
て
進
め
て
い
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
音
楽
交
流
が
主
体
で
あ
り
、
小

学
校
・
青
少
年
ホ
ー
ム
・
福
祉
施
設
・
敬
老
会

へ
の
参
加
と
、
各
層
で
の
交
流
を
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
、
大
き
な
成
果
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
小
学
校
の
交
流
を
見
ま

す
と
、
言
葉
が
通
じ
な
く
と
も
行
動
と
熱
意
で

す
ぐ
に
う
ち
解
け
、
音
楽
に
は
国
境
は
な
い
も

の
だ
と
感
銘
を
受
け
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
共
こ
の
事
業
は
継
続
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
多
く
の
町
民
が
外
国
の
方
々
と
臆
す

る
こ
と
な
く
お
付
き
合
い
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
は
国
際
社
会
で
、
胸
を
張
っ
て
日
本
人
で
あ

る
誇
り
と
自
信
を
持
ち
、
活
躍
出
来
る
人
材

に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
自
主
的
団
体
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
紫
波

町
国
際
交
流
協
会
と
連
携
を
と
り
、
事
業
の

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

（
藤
原　

孝
）

〈
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉　

「
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
紫
波
2
0
0
3
」
に
思
い
を
こ
め
て

　アメリカで実践され成果をあげている、子どもが
いきいきと学べるようになるための、学校と家庭を
結ぶ新たな教育プログラム「ペアレント・プロジェク
ト」。これの発案者であるジェイムズ・ボパットさん
を招いてワークショップが開催されます。本や子育
てに関心のある人などどなたでも参加できます。

子どもたちが学校でいきいき学ぶために
先生と親が手を取り合いませんか？

開催します「ペアレント・プロジェクト」

◆日時　１０月２５日（土）、午後１時～４時
◆場所　赤石小学校図書室
◆内容　お話会　　ボランティアによる読み聞かせ
　　　　ワークショップ　テーマ「親と子が本で仲良くなる」
　　　　　　　　ファシリテーター　ジェイムズ・ボパット氏
◆参加費　５００円
◆主催　岩手県国際交流協会
　　　　紫波町教育委員会
◆問合せ・申込　生涯学習課学習推進室�６７２-３３６２
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町には現在現在１００歳を超える人が４人、�

さらに今年度中今年度中に３人が１００歳の誕生誕生日を迎えます。�

今年米寿今年米寿を迎えた人は97人でした。明治明治、大正大正、昭和昭和、�

そして戦時中戦時中を生き抜き、今日の礎を築いてきた人たちに、�

常に感謝感謝の気持気持ちを忘れ忘れないようにしたいものです。�

ともすれば「高齢化社会」高齢化社会」を問題視問題視する傾向傾向がありますが、�

町の先輩先輩たちは、スポーツや地域地域の活動活動に現役現役で�

取り組み、はつらつと過ごす人がたくさんいます。�

また、温かい介護介護を受けながら、不自由な体な体でも�

頑張頑張って過ごしている人もいます。�

今回今回はそんなさまざまな場面な場面と�

高齢者高齢者を支援支援する町の事業事業を紹介紹介します。�

町には現在１００歳を超える人が４人、�

さらに今年度中に３人が１００歳の誕生日を迎えます。�

今年米寿を迎えた人は97人でした。明治、大正、昭和、�

そして戦時中を生き抜き、今日の礎を築いてきた人たちに、�

常に感謝の気持ちを忘れないようにしたいものです。�

ともすれば「高齢化社会」を問題視する傾向がありますが、�

町の先輩たちは、スポーツや地域の活動に現役で�

取り組み、はつらつと過ごす人がたくさんいます。�

また、温かい介護を受けながら、不自由な体でも�

頑張って過ごしている人もいます。�

今回はそんなさまざまな場面と�

高齢者を支援する町の事業を紹介します。�

町の最高齢、蔭沼の高橋末治さん
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九
月
は
各
地
区
で
敬
老
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。招
待
客
は
七
十
五
歳
以
上

の
人
で
、
町
全
体
で
三
千
百
七
十
七
人

が
対
象
に
な
り
ま
す
。赤
石
地
区
の
敬

老
会
に
は
、
町
の
最
高
齢
、
蔭
沼
の
高

橋
末
治
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。明
治

三
十
三
年
三
月
四
日
生
ま
れ
、
今
年
百

三
歳
の
高
橋
さ
ん
は
、
肌
の
色
つ
や
も

良
く
、
食
事
の
好
き
嫌
い
も
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
司
会
者
か
ら
長
生
き
の
秘

訣
を
た
ず
ね
ら
れ
る
と
、
笑
顔
で
「
皆

さ
ん
に
お
話
出
来
る
よ
う
な
り
っ
ぱ
な

こ
と
は
し
て
い
な
い
」
と
控
え
め
な
答

え
を
返
し
て
い
ま
し
た
。付
き
添
い
の

お
孫
さ
ん
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
い

つ
も
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
、
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。来
年
も
こ
こ
で
お

会
い
し
た
い
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。高
橋
さ
ん
は
世
界
一
の
長
寿
百

十
六
歳
を
目
標
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
赤
石
小
学
校
の
六
年
生
赤
井

友
里
さ
ん
と
戸
田
真
優
さ
ん
は
、
日
ご

ろ
家
庭
で
お
世
話
し
て
く
れ
る
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
福
祉
作
文
に
し
て
読
み
上
げ
ま
し

た
。会
場
の
壁
に
は
赤
石
小
学
校
の
児

童
が
描
い
た
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

ん
の
似
顔
絵
が
飾
ら
れ
、
温
か
く
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
敬
老
会
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

町の最長寿も元気に参加　赤石地区敬老会

感謝の作文を読み上げた赤井友
里さん（左）と戸田真優さん（右）
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県
立
紫
波
病
院
と
な
り
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
い
や
ま
荘
は
、
開

所
か
ら
十
四
年
目
を
迎
え
ま
す
。病
院
と
老
人
ホ
ー
ム
が
併
設
さ
れ
る
と

い
う
の
は
比
較
的
め
ず
ら
し
く
、
医
療
面
か
ら
は
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境

で
す
。六
十
九
歳
か
ら
九
十
七
歳
ま
で
短
期
入
所
も
含
め
る
と
五
十
人
が

入
所
し
て
い
ま
す
。こ
の
日
は
多
く
の
入
所
者
の
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
民
生
委
員
な
ど
大
勢
が
参
加
。紅
白
幕
も
張
ら
れ
、
に
い
や
ま
荘
の

ホ
ー
ル
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
模
様
替
え
し
て
い
ま
し
た
。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
民
謡
同
好
会
に
よ
る
、
歌
あ
り
踊
り
あ
り
三
味
線
あ
り
の
ス
テ
ー

ジ
で
、
民
謡
歌
手
漆
原
栄
美
子
さ
ん
も
駆
け
つ
け
、
見
事
な
歌
声
を
披
露

し
、
皆
さ
ん
と
て
も
楽
し
そ
う
な
一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
と
は
、
世
界
の
若
者
が
二

〜
三
週
間
共
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
地
域
の
住
民
と
環

境
保
護
、
福
祉
、
農
村
開
発
な
ど
に
取
り
組
む
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
で
す
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

百
寿
の
郷
に
も
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
メ
ン
バ
ー

が
、
楽
器
を
手
に
訪
れ
ま
し
た
。リ
ー
ダ
ー
の
早
稲

田
大
学
三
年
和
田
あ
ず
み
さ
ん
を
中
心
に
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
チ
ェ
コ
、
韓
国
人
を
含
む
十
三

人
で
、
得
意
な
楽
器
で
日
本
や
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
の

曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

耳
に
な
じ
ん
だ「
ふ
る
さ
と
」や「
も
み
じ
」な
ど
の

童
謡
を
演
奏
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
お
年
寄
り
を

癒
し
た
い
と
い
う
温
か
い
気
持
ち
か
ら
、
み
ん
な
一

生
懸
命
練
習
し
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。演
奏
が
始
ま

る
と
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
な
が
ら
手

を
叩
い
た
り
、
懐
か
し
い
曲
に
目
を
潤
ま
せ
な
が
ら

聴
き
入
っ
た
り
と
、
思
い
思
い
の
姿
で
音
楽
を
楽
し

み
ま
し
た
。車
い
す
で
聞
い
て
い
た
お
じ
い
さ
ん
は

「
た
い
し
た
も
ん
だ
。日
本
の
曲
も
外
国
の
曲
も
よ

か
っ
た
。英
語
は
ぜ
ん
ぜ
ん
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、

大
勢
で
来
て
く
れ
て
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し
い
よ
」
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

演
奏
の
後
、
奉
仕
作
業
と
し
て
車
い
す
磨
き
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
メ
ン
バ
ー
の
ほ

と
ん
ど
は
初
め
て
の
作
業
で
し
た
が
、
日
本
の
学
生

た
ち
は
耳
の
遠
い
お
年
寄
り
に
も
大
き
な
声
で
話
し

か
け
な
が
ら
、
入
所
者
の
大
切
な
足
で
あ
る
車
い
す

を
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
ほ
か
に

も
水
分
、
佐
比
内
、
長
岡
地
区
の
敬
老
会
な
ど
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

国際ワークキャンプの若者、懐かしい日本の歌を百寿の郷へ

民謡ショーで楽しいひととき
　　　にいやま荘で敬老会
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高
齢
者
を
巻
き
込
む
交
通
事
故
が
多
発

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

健
康
増
進
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
第
二
十
九
回
町
交
通
安
全

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
一
日
、
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
で
行
わ

れ
た
こ
の
大
会
に
は
二
十
二
チ
ー
ム
百
五

十
四
人
が
参
加
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
チ
ー
ム
で
力
を
合
わ
せ
て
プ

レ
ー
し
ま
し
た
。
長
年
こ
の
競
技
を
し
て

い
る
選
手
は
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
メ
イ

ト
と
協
力
し
て
作
戦
を
練
る
の
で
頭
も
使

い
ま
す
。
こ
の
競
技
場
の
人
工
芝
は
外
の

コ
ー
ト
と
比
べ
て
ボ
ー
ル
が
走
る
の
で
、

ス
パ
ー
ク
の
時
は
気
を
つ
け
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
通
常
の
競
技
ル
ー
ル
に
加

え
、
コ
ー
ト
の
出
入
り
に
は
必
ず
横
断
歩

道
を
左
右
確
認
し
て
手
を
挙
げ
て
渡
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
す
る

と
交
通
指
導
員
か
ら
警
告
を
う
け
、
減
点

さ
れ
、
競
技
の
勝
敗
に
影
響
す
る
と
あ
っ

て
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
交

通
ル
ー
ル
の
審
判
に
あ
た
っ
た
交
通
指
導

員
も
、
選
手
の
真
剣
な
取
り
組
み
に
負
け

ず
気
を
引
き
締
め
て
、
道
路
を
渡
る
と
き

の
左
右
確
認
と
い
う
基
本
ル
ー
ル
を
再
認

識
し
て
も
ら
う
よ
う
審
査
に
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
、
次
の
上
位
８
チ
ー
ム
が

郡
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

町
大
会
優
勝
の
長
栄
会
は
、
九
月
二
十

六
日
に
矢
巾
町
で
行
わ
れ
た
郡
大
会
で
も

見
事
優
勝
し
て
い
ま
す
。

得失点差戦　績チーム名順　位

＋４２４勝０敗長栄会（水分）優　勝

＋３０４勝０敗千歳会（赤沢）準優勝

＋２２３勝１敗柏　会（日詰）第３位

＋１７３勝１敗十日市（古館）第４位

＋１０３勝１敗万年青会（水分）第５位

＋１０３勝１敗新生会（赤石）第６位

＋９３勝１敗菊の会（上平沢）第７位

＋－０３勝１敗福寿クラブＢ（赤石）第８位

ゲートボールを通じて交通ルールを再確認
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八
月
一
日
に
紫
波
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
た
岩
手
紫
波
地
区
の
老
人
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
紫
波
町
が
優
勝

し
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
阿
部
宥
蔵
さ
ん

（
赤
石
）
と
中
野
穎
二
さ
ん
（
志
和
）
が
藤
原
町

長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
徒
競
走
や
リ
レ
ー
、
ボ
ー
ル
送
り
、

輪
投
げ
な
ど
の
競
技
結
果
の
総
合
得
点
で
競
う

も
の
で
、
日
ご
ろ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
鍛
え
て
い

る
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い

動
き
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

軟
式
野
球
チ
ー
ム
「
紫
波
か
し
わ
ク
ラ

ブ
」
が
、
県
の
推
薦
を
受
け
全
日
本
選
抜
還

暦
軟
式
野
球
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
か
し
わ
ク
ラ
ブ
は
結
成
か
ら

三
十
年
近
く
に
な
る
伝
統
の
チ
ー
ム
で
す
。

最
高
齢
の
大
正
八
年
生
ま
れ
の
内
村
喜
一

さ
ん
（
日
詰
）
を
筆
頭
に
、
現
在
五
十
代
二

十
人
、
六
十
歳
以
上
が
三
十
人
。
毎
週
二

回
、
河
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
を
し
て
い

ま
す
。

　

全
国
大
会
は
十
月
十
七
日
か
ら
鳥
取
県

倉
吉
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
三
十
八

チ
ー
ム
が
集
ま
り
ま
す
。
試
合
は
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
い
わ
ば
還
暦
野

球
の
選
抜
甲
子
園
大
会
で
す
。
代
表
者
の

長
谷
川
利
夫
さ
ん
（
日
詰
）
は
「
例
年
は
矢

巾
、（
旧
）
都
南
の
チ
ー
ム
と
リ
ー
グ
戦
を

や
っ
て
お
り
、
北
日
本
大
会
に
は
何
度
か

行
っ
て
い
ま
す
が
、
全
国
大
会
は
ク
ラ
ブ

に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
す
。
気
を
引

き
締
め
て
、
楽
し
ん
で
き
た
い
」
と
豊
富
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

町老人クラブ連合会
岩手紫波地区老人スポーツ大会で優勝

紫波かしわクラブが還暦野球全国大会に出場
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町で実施している高齢者在宅福祉サービスは次のとおりです。

利用者負担対象者（大枠）内　　　容サービス名

６００円／日
入浴サービスは
１００円加算

おおむね６０歳以上の
独り暮らし高齢者、高
齢者だけの世帯、お
よびこれに準ずる者

細部についてはサー
ビスごとに定めます。

家に閉じこもりがちな高齢者を施設に車で送迎し、日
常動作訓練、軽い運動、趣味の活動、入浴指導、健
康チェックを行います。

生きがい
活動支援通所
（デイサービス）

自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス

１６０円／時間～
低所得者免除

援護を必要とする高齢者に、生活管理指導員（ヘル
パー）を派遣し、家事などの日常生活に対する支援お
よび助言を行います。

生活管理
指導員派遣
（ホームヘルプ）

１,７３０円／日
援護を必要とする高齢者に、老人ホーム施設を利用し、
短期間の宿泊による体調調整や生活習慣における助
言を行います。

生活管理
指導短期入所
（ショートステイ）

収入額に応じた
使用料
定額の光熱水費

身の回りのことが自分でできる高齢者を対象に、自宅
での生活に支障がでる冬などの一定期間、居住場所
を提供し、安らかな生活を送っていただきます。

高齢者生活
福祉センター
（生活支援ハウス）

４００円／食

おおむね６５歳以上の
高齢者

細部についてはサー
ビスごとに定めます。

調理が十分にできない独居高齢者などを対象に栄養
のバランスに配慮した昼食を定期的に届け、食が偏ら
ないようにします。

配食サービス

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

町内片道
５００円／回～

下肢などに障害を持つ高齢者を対象に、通院などで
外出するとき、車いすでも乗れる車を使って移送を行
い、社会生活への参加意識の高揚を図ります。

外出支援
サービス

検討中
近隣に扶養義務者がおらず、発作性の持病がある独
居高齢者を対象に、緊急事態を通報する装置を貸与
し、不安を解消します。

緊急通報
装置貸与

１,０００円
（理容代として）

要介護３以上の寝たきり状態の高齢者などを対象に、
依頼を受けたお宅に理容師が出張して散髪を行い、
清潔感の維持を図ります。

訪問理容
サービス

所得階層に
よる負担

援護が必要な低所得の独居高齢者を対象に、火災発
生の不安解消のため、火災警報機、自動消火器、電
磁調理器の給付および老人電話の貸与を行います。

老人日常生活
用具給付

５００～１,０００円

要介護３以上の寝たきり状態の高齢者などを介護して
いる家族を対象に、交流による情報交換や心身のリフ
レッシュを図ってもらうために、一泊および日帰り旅行を
行います。

家族介護者
リフレッシュ

なし
要介護３以上の寝たきり要援護高齢者などを対象に、
紙おむつの平均的な年間使用量の約１ヵ月相当分を
支給し、経済的負担軽減を図ります。

紙おむつ支給

なし
要介護４・５の高齢者を対象に、過去１年間に介護
保険サービスの利用がないとき、１０万円の家族介護
慰労金を支給します。

家族介護者
慰労金支給

長寿社会室の役割

※　高齢者在宅福祉サービスの利用は、「地域ケア会議」の意見を参考に決定されます。

　長寿社会室では、高齢者の在宅生活を支援する
目的で各種高齢者在宅福祉サービスを行っています。
自立支援サービスでは、要介護状態への移行を予防
し、地域や家庭で自立して暮らせるよう支援します。
生活支援サービスでは、高齢者が住み慣れた地域
や家庭で、在宅生活が継続できるよう支援します。
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対象者内　　　容事業名

在
宅
介
護
関
連

おおむね６０歳以上の
高齢者およびその家族

高齢者の在宅生活におけるさまざまな問題に対応し相談
と助言を行い、必要に応じた適切なサービスが利用でき
るように支援します。また、要介護認定申請、高齢者在
宅福祉サービス利用の申請代行を行います。

高齢者の相談窓口

６５歳以上の独り暮らし
高齢者および高齢者だ
けの世帯を中心に訪問

在宅介護支援センター職員が、高齢者のいる家庭を訪問
し、その実態把握と適切なサービスが利用できるよう助
言します。

高齢者への訪問

おおむね６０歳以上の
高齢者

高齢者在宅福祉サービス利用および高齢者への支援方法
についての検討、保健福祉・介護サービスについての情
報交換を行っています。

地域ケア会議の開催

おおむね６０歳以上の
高齢者

高齢者が要介護状態となる要因の一つである転倒による
骨折を予防するために、自らの体力に関心を持たせ、簡
単にできる運動を紹介する教室です。

転倒予防教室の開催

要介護認定申請者と
その家族

要介護認定のために、全国共通の基本調査票に基づき、
心身の状況や生活の様子を調査します。

要介護認定訪問調査

在宅介護支援センターの役割
　紫波町在宅介護支援センター、にい
やま荘在宅介護支援センターおよび百
寿の郷在宅介護支援センターでは、高
齢者が安心して在宅生活を送ることが
できるよう次の事業を行っています。

高齢者の生活を応援しています。
ご相談は、お気軽にどうぞ！！

長寿健康課　長寿社会室（保健センター内）
�６７１-２３２７　

紫波町在宅介護支援センター（保健センター内）
�６７１-１１０１　有線０１-８９７４（共通）

ご存じですか？　高齢者とその家族のための

自立・生活・在宅介護
                        の事業

　町の高齢化率は平成１３年度に２０%を超
え、一部の地域では３０%を超えています。
このような高齢社会の到来に備え、老人
保健福祉計画・介護保険事業計画を策定し、
長寿を喜びあえるまちづくりを進めてき
ました。ここでは高齢者を支援する町の
事業を紹介します。

0 20 40 60 80 100

65歳以上の人口比率の推移�

平成2年�

平成15年�

65歳未満　84.2%

65歳以上�

65歳未満　79.4%

人口30,095人�

人口34,433人�

　平成2年には６～7人に1人だった65歳以上の人が、現在では5人
に1人の割合になっています。高齢化社会を「問題」ととらえず、だれ
もが生き生きと暮らせるまちにしましょう。�

15.8%

20.6%
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教
育
振
興
運
動
は
、
学
校
・
親
・
子
ど
も
・
行
政
・
地
域

の
五
者
が
一
体
と
な
り
「
学
力
向
上
」
と
「
健
全
育
成
」
を

ね
ら
い
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。運
動
の
発
足

当
時
に
比
べ
る
と
、
社
会
は
大
き
く
変
化
し
、
世
代
間
で

の
交
流
や
、
よ
り
密
接
な
地
域
で
の
取
り
組
み
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。夢
と
希
望
を
も
っ
た
子
ど
も
を
育
む
運
動

と
し
て
、
こ
こ
で
目
的
・
目
標
を
見
直
し
、
さ
ら
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。ま
た
、
公
民
館
を
中
心
に
地
域
一
帯
と

な
っ
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
の
教
育
振
興
運
動

　

今
年
度
の
教
育
振
興
運
動
の
目
的
、
目
標
、

内
容
を
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
育
て
る
環
境
の
変
化
の
中
、

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
地
域
全
体
で
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
育
む
た
め
、
学
校

と
の
協
働
を
進
め
、
活
動
の
提
供
か
ら

共
に
発
見
す
る
参
画
型
へ
の
推
進
を
図

る
。
ま
た
、
地
域
の
独
自
性
を
生
か
し
、

地
域
の
知
恵
を
次
世
代
に
伝
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
運
動
を

目
指
す
。

　

学
校
と
家
庭
、
地
域
社
会
が
子
ど
も

の
あ
る
べ
き
将
来
像
を
共
有
す
る
。

　
　
　

�　

学
校
と
地
域
の
共
有
し
た
達
成
目

標
の
設
定

　
　
　

�　

運
動
推
進
の
成
果
を
評
価
し
、
常

に
見
直
し
を
図
る

　
　
　

�　

企
画
立
案
組
織
と
し
て
の
懇
談
会

の
開
設

　
　
　

�　

長
期
的
に
活
動
で
き
る
グ
ル
ー
プ

と
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

地
域
住
民
が
つ
く
る

ふ
る
里
の
ま
つ
り
「
十
日
市
祭
り
」

古
館
地
区
公
民
館　

加
藤　

義
男
館
長

　
「
お
い
し
い
焼
き
そ
ば
買
っ
て
、
買
っ
て
。十
日
市
名
物
だ
よ
」「
面
白
い
お
も
ち
ゃ
、

安
い
よ
。買
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
」
と
、
か
ん
高
い
声
で
夜
店
の
ア
ピ
ー
ル
に
懸
命
な
中

学
生
。そ
う
か
と
思
え
ば
、
流
れ
る
汗
を
拭
く
ひ
ま
も
な
く
焼
か
ね
ば
な
ら
ぬ

焼
鳥
や
イ
カ
の
ぽ
っ
ぽ
焼
き
担
当
。ど
の
店
の
中
学
生
も
、
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ
い
、

楽
し
く
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

十
日
市
地
区
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
日
詰
、
赤
石
、
水
分
、
さ
ら
に
は
隣
り
の

矢
巾
町
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
も
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
る
人
も
多
い
。今
年
は
九
月

十
三
日
宵
宮
、
十
四
日
山
車
、
神
輿
の
運
行
と
、
十
日
市
祭
典
は
地
域
住
民
の

総
参
加
に
よ
り「
手
づ
く
り
の
祭
り
」と
し
て
燃
え
に
も
え
た
。

　

中
学
生
の
社
会
参
加
活
動
の
出
番
は
、
宵
宮
に
行
わ
れ
る
手
踊
り
に
合
わ
せ

て
開
く
夜
店
の
担
当
で
あ
る
。前
の
晩
に
集
ま
っ
て
、
テ
ン
ト
の
設
営
、
販
売
す
る

品
物
の
準
備
、
あ
る
い
は
、
大
人
た
ち
と
の
打
ち
合
わ
せ
と
忙
し
い
。

　

今
年
は
、
十
日
市
の
人
々
の
熱
気
で
全
く
雨
の
心
配
が
な
く
、
千
三
百
人
を

上
ま
わ
る
人
が
集
ま
っ
た
。

　

突
然
、「
ば
ん
ざ
い
」
と
大
き
な
声
で
歓
声
を
上
げ
た
の
は
お
で
ん
や
さ
ん
。お

ば
あ
さ
ん
方
と
一
緒
に
活
動
し
て
、
七
百
食
分
を
完
売
し
た
喜
び
の
声
で
あ
る
。

九
時
少
し
前
だ
っ
た
。

　

新
聞
紙
上
で
取
り
上
げ
ら
れ
問
題
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
中
学
生
の
姿
は
ま
っ
た
く
見

ら
れ
な
い
。地
域
の
住
民
の
一
人
と
し
て
大

人
と
協
力
し
、
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る

中
学
生
が
頼
も
し
い
。

　

山
車
は
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
な
っ
て

引
き
、
小
中
高
大
学
生
が
一
体
と
な
っ
て
、

秋
空
い
っ
ぱ
い
に
響
け
と
ば
か
り
バ
チ
を
握
る
。

そ
れ
に
笛
、
鐘
が
花
を
そ
え
る
。

　

手
づ
く
り
の
祭
り
は
、
み
ん
な
疲
れ
る
け

れ
ど
も
秋
空
の
よ
う
に
さ
わ
や
か
で
、
誇
り

す
ら
感
じ
ら
れ
た
。

内　容 目標 目　的

教育振興�
だより�

再確認しましょう�
運動の目的・目標�
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地
区

日　

詰

赤　

石

古　

館

水　

分

上
平
沢

片　

寄

期
待
す
る
子
ど
も
像

●
元
気
に
あ
い
さ
つ
で
き
る
子

●
進
ん
で
読
書
を
す
る
子

●
地
域
の
環
境
美
化
に
努
め
る
子

●
地
域
の
人
・
自
然
・
文
化
と
積
極
的
に
触
れ
合
う
子

●
だ
れ
に
で
も
気
持
ち
よ
く
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子
ど
も

●
地
域
の
中
に
位
置
づ
く
子
ど
も

　
（
地
域
行
事
へ
の
参
加
、
公
民
館
活
動
な
ど
に
参
加
す
る
子
）

●
地
域
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
な
ど
の
地
域
活
動
を
通
し
て
、

　

文
化
や
自
然
に
親
し
み
、
健
康
に
し
て
人
間
性
豊
か
な
子
ど
も

●
基
礎
学
力
と
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
た
子
ど
も

●
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も

●
体
を
き
た
え
る
子
ど
も

●
勉
強
に
励
む
子
ど
も

●
進
ん
で
働
く
子
ど
も

●
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
協
力
し
あ
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

　

体
験
な
ど
を
通
し
て
、「
生
き
る
力
」を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

『
か
し
こ
く
、
や
さ
し
く
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も
』

●
地
域
の
良
さ
が
分
か
り
、
地
域
の
人
々
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、

　

そ
の
良
さ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
子
ど
も

●
奉
仕
の
心
を
も
ち
、
自
主
的
に
社
会
参
加
活
動
を
し
よ
う
と
す
る
子
ど
も

地
区

彦　

部

星　

山

佐
比
内

赤　

沢

長　

岡

期
待
す
る
子
ど
も
像

●
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
環
境
を
進
ん
で
考
え
、

　

だ
れ
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
子

●
一
人
一
人
が
地
域
の
一
員
と
し
て
、
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
子

●
地
域
に
伝
わ
る
文
化
を
郷
土
芸
能
を
通
し
て
身
に
付
け

　

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
子

●
人
・
自
然
・
文
化
と
ふ
れ
あ
い
奉
仕
の
心
を
も
つ
子

●
人
間
性
の
豊
か
な
子

●
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
子

●
あ
い
さ
つ
を
、「
い
つ
も
」「
さ
き
に
」で
き
る
子
ど
も

●
最
後
ま
で
自
分
の
仕
事
を
や
り
ぬ
く
子
ど
も

●
夢
、
目
的
を
持
て
る
子
ど
も

●「
わ
が
家
の
憲
法
」を
守
る
努
力
を
す
る
。

●
学
校
で
決
め
た
こ
と
を
守
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

●
親
子
太
鼓
の
練
習
に
励
む
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
を
持
つ
。

●
だ
れ
に
で
も
明
る
く
元
気
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子
ど
も

●
望
ま
し
い
基
本
的
生
活
習
慣
お
よ
び
学
習
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
る

　

子
ど
も

●
子
ど
も
会
活
動
や
地
域
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
子
ど
も

　

平
成
十
五
年
度
の
町
内
小
・
中
学
校
は
、
各
校
と
も

不
易
の
学
力
向
上
と
生
徒
指
導
の
充
実
を
掲
げ
、
開
か

れ
た
学
校
を
目
指
し
て
幸
先
の
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、
そ
の
成
果
が
着
実
に
表
れ
て
お

り
ま
す
。こ
れ
は
学
校
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
町
民
全
員

に
よ
る
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
指
導
・
援
助
の
賜
物
で
あ

り
ま
す
。

　

各
校
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
態

度
は
、真
剣
そ
の
も
の
で
あ
り
、各
種
大
会
や
行
事
は
ど

れ
を
見
て
も
パ
ワ
ー
が
感
じ
ら
れ
、嬉
し
い
か
ぎ
り
で
あ

り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
は
、「
こ
の
子
ど
も
た
ち
全
員
が
、
健
康

な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。心
が
豊
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
。賢
い
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
」と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
必
ず
し
も
願
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
の

が
世
の
常
で
あ
り
ま
す
。特
に
、
い
ろ
い
ろ
な
便
利
な
物
が

多
く
出
回
り
、
少
子
化
が
進
行
し
て
い
る
現
代
は
、
何
事

に
お
い
て
も
つ
い
つ
い
安
易
な
方
へ
走
り
が
ち
に
な
り
、
生
活

技
術
を
身
に
付
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。そ
し
て
、
自
然
や
人
間
と
か
か
わ
っ
て
生
活
を
し
な
く

て
も
済
む
よ
う
に
も
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ほ
ど
の
こ

と
を
考
え
て
み
ま
す
と
、「
生
き
る
」
こ
と
に
直
面
す
る
場

面
も
年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
今
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
に
苦
労
を

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。苦
労
を
さ
せ

る
こ
と
と
は
、
実
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。た
と

え
ば
、
無
償
の
お
手
伝
い
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
勤
労
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
多
く
の

直
接
体
験
を
幼
い
時
か
ら
積
ま
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
体
験
は
、「
豊
か
さ
で
は
な
く
、

貧
し
さ
、
不
便
さ
の
体
験
」「
温
か
い
保
護
で
は
な
く
、
汗

を
流
し
、
泥
に
ま
み
れ
る
試
練
の
体
験
」「
成
功
だ
け
で
な

く
、
己
の
ふ
が
い
な
さ
を
知
る
失
敗
体
験
」「
受
身
だ
け
で

な
く
、
挑
戦
す
る
心
を
育
て
る
体
験
」
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
苦
し
い
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
は
本
当
の

自
分
を
知
り
、
自
立
心
や
他
人
へ
の
思
い
や
り
、
命
の
大

切
さ
を
知
る
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
物
の
体
験
を
望
む　
　
　
　
　
紫
波
町
教
育
委
員
会　

教
育
長　

川　

村　

秀　

彦

各地区教振の期待する子ども像

振
興

教
育
だ
よ
り
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昨
日
と
今
日
、
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
過
ご
し
て
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。バ
ス
に
乗
る
前
は
、

ど
ん
な
人
た
ち
が
来
る
ん
だ
ろ
う
…
と
、

不
安
な
気
持
ち
で
、
班
づ
く
り
で
は
、
心

臓
が
バ
ク
バ
ク
す
る
ほ
ど
緊
張
し
ま
し
た
。

同
じ
班
の
男
子
は
怖
い
イ
メ
ー
ジ
で
し
た

が
、
慣
れ
る
と
と
て
も
明
る
い
人
で
し
た
。

野
外
炊
事
の
か
ま
ど
係
の
仕
事
ぶ
り
を

み
て
、
と
て
も
器
用
な
人
だ
な
ぁ
と
感
心

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。他
の
行
事
で
も
、

と
て
も
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

今
、
こ
こ
で
過
ご
し
て
き
た
友
だ
ち
、

ス
タ
ッ
フ
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
一
生
の
思
い
出
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紫
波
一
中　

二
年　

伊
藤　

司

　

わ
た
し
が
、
こ
の
「
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
」
に

来
て
学
ん
だ
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

特
に
思
っ
た
の
は
「
友
だ
ち
の
大
切
さ
」で

す
。最
初
は
「
も
う
帰
り
た
い
」
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。で
も
、
山
に
登
る
と
き
二
人

の
女
の
子
が
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
言
っ
て
く

れ
た
の
で
す
。わ
た
し
は
こ
の
と
き
「
人
に

声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
嬉
し
い
」と
思
い
ま

し
た
。

　

私
は
こ
の
「
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
」
に
来
て
、

　

い
ま
、
子
ど
も
た
ち
や
学
校
で
は
地
域
の
力
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
学
社
融
合
活
動
と
は
学
校
教
育
と
地
域
社
会
と
が
一

緒
に
、
新
し
い
教
育
を
創
造
し
て
い
こ
う
と
い
う
活
動
で
す
。

　

今
年
は
、
紫
波
第
一
中
学
校
で
総
合
的
学
習
の
時
間
を
中
心

に
、
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
授
業
か
ら
、
地
域
の
人
や
保
護
者

が
共
に
学
ぶ
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
お
茶
や
お

花
、
陶
芸
や
着
付
け
な
ど
の
習
い
事
や
各
施
設
で
の
体
験
な
ど
、

大
人
の
学
び
の
場
と
総
合
的
学
習
の
融
合
と
い
う
目
的
で
実
施

し
ま
し
た
。

　

学
社
融
合
活
動
を
通
じ
て「
素
直
な
子
ど
も
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
た
」「
町
で
あ
い
さ
つ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
地

域
の
声
、「
楽
し
か
っ
た
」「
明
る
い
大
人
の
皆
さ
ん
と
知
り
合
え

た
」と
い
う
生
徒
の
声
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、

教
師
も
共
に
学
ぶ
こ
と
で
教
育
効
果
の
高
い
授
業
を
展
開
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
の
問
題
を
み
ん

な
で
考
え
、
一
緒
に
子
ど
も
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
も
ご

指
導
い
た
だ
け
る
人
や
一
緒
に
融
合
活
動
を
し
て
み
よ
う
と
思

わ
れ
る
人
（
団
体
）
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　　

赤
石
地
区
を
中
心
に
、
環
境
問
題
や
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
を
中
心
と
し
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ「
赤
石
生

活
学
校
」
で
は
、
昔
な
が
ら
の
お
や
つ
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

作
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
（
中
高
生
社
会
参
加
活
動
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
）
は
七
月
二
十
六
日
か
ら
一
泊
二
日
、
県
立
花

巻
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。学
習
中
心
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
か
ら
協
力
・
交
流
が

深
ま
る
体
験
中
心
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
ま
で
、
中
高
生
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
し
て
く
れ
た
ス

タ
ッ
フ
も
自
然
に
身
も
心
も
ゆ

だ
ね
、
既
製
で
は
な
い
体
験
で

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

 
参　

加　

者

 
中
学
生

 
高
校
生
リ
ー
ダ
ー

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導

    
ス
タ
ッ
フ

 
天
文
同
好
会

七
十
四
人 

二
十
一
人 

十
三
人 

四
人 

中 
学 
生 
の 
感 
想

楽
し
い
学
び
と
豊
か
な
地
域
を

一
緒
に
創
り
ま
せ
ん
か
？

ゆ
う
ご
う
活
動

　
　
　
　
　
【
学
社
融
合
】
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「
郷
土
の
食
物
」融
合
学
習
に
取
り
組
ん
で

　

赤
石
生
活
学
校 
代
表　

熊
谷
紀
さ
ん

　

去
る
七
月
八
日
、
八
月
二
十
六
日
に
、
紫
波
一
中
の
三
年
生
と

昔
な
が
ら
の
「
小
昼
お
や
つ
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。一
回
目
は

「
が
ん
づ
き
」二
回
目
は「
白
玉
だ
ん
ご
」と「
き
り
せ
ん
し
ょ
」で
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
説
明
を
一
生
懸
命
聞
く
様
子
か
ら
、
や
ろ
う
と
す

る
意
欲
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。説
明
も
終
わ
り
、
身
支
度
や
手
洗

い
な
ど
を
行
い
、
い
よ
い
よ
実
習
で
す
。四
班
編
成
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
母
や
祖
母
と
も
思
わ
れ
る
私
た
ち
と
、
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
取
り
か
か
り
ま
し
た
。二
回
目
は
、
慣
れ
て
手
早
く
、
次
か
ら

次
へ
と
作
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
白
玉
だ
ん
ご
」
が
出
来
た
の
で
味
見
の
た
め
に
、
一
個
ず
つ
食
べ

ま
し
た
。先
生
が「
こ
れ
は
お
い
し
い
ぞ
」と
言
わ
れ
、
そ
の
と
き
男
子

生
徒
が
「
ど
う
ぞ
」
と
言
っ
て
わ
た
し
へ
差
し
出
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

「
あ
ら
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、�
何

て
優
し
い
お
子
さ
ん
だ
ろ
う
�
と
、
と
っ
さ
の
出
来
事
に
感
動
い
た
し

ま
し
た
。

生
徒
た
ち
の
感
想
の
中
に

　

―
― 
お
母
さ
ん
た
ち

が
優
し
く
教
え
て
く
れ
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

―
― 
ト
マ
ト
の
湯
む
き

を
教
わ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

―
―
「
き
り
せ
ん
し
ょ
」

の
し
と
ね
方
が
よ
く
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。

な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　

三
回
目
の
実
習
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
と
っ
て
も
良
い

と
思
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
友
だ
ち
を

大
切
に
仲
良
く
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紫
波
二
中　

一
年　

大
弓 
恵
莉

　
「
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
」
に
参
加
し
て
良
か
っ

た
こ
と
は
、
自
然
の
大
切
さ
、
協
力
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
こ
と
で
す
。

　

自
然
の
中
で
暮
ら
し
て
楽
し
か
っ
た
り

大
変
だ
っ
た
り
し
た
け
ど
、
協
力
し
合
っ

て
出
来
た
と
き
は
、 

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

充
実
感
も
あ
り
、
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ

た
り
し
ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
な
か
な

か
見
つ
け
ら
れ
な
く
て
疲
れ
た
り
も
し
た

け
ど
、
こ
の
機
会
に
地
図
の
見
方
の
大
切

さ
な
ど
も
学
び
ぶ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

同
じ
班
に
な
っ
た
他
校
の
中
学
生
と
も

た
く
さ
ん
話
せ
て
楽
し
か
っ
た
し
、
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

紫
波
三
中　

二
年　

細
川　

郁
恵

　

高
校
生
活
最
後
の
思
い
出
の
一
つ
に
し

た
く
て
、
今
回
の
「
サ
マ
ー
ワ
ー
ク
」
に
参

加
し
ま
し
た
。友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て
の
参

加
で
し
た
の
で
、
最
初
は
自
分
で
役
に
立

て
る
か
、
中
学
生
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
か

と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

最
初
は
お
互
い
が
緊
張
し
て
い
て
ぎ
こ

ち
な
か
っ
た
け
ど
、
す
ぐ
に
打
解
け
て
く

れ
て
安
心
し
ま
し
た
。私
が
担
当
し
た
四

班
は
、
み
ん
な
元
気
で
、
特
に
目
立
っ
た

問
題
行
動
を
起
こ
す
こ
と
な
く
無
事
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　

わ
が
四
班
の
ス
タ
ッ
フ
兎
澤
さ
ん
は
、

最
高
に
面
白
い
人
で
し
た
。作
山
さ
ん
は

兄
と
同
級
生
ら
し
い
で
す
。ク
レ
ン
ザ
ー

高
橋
さ
ん
は
オ
レ
ン
ジ
の
ジ
ャ
ー
ジ
で
目

立
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
１
泊
２
日
は
、
ス

テ
キ
な
人
や
自
然
に
出
会
え
た
こ
と
、
ス

テ
キ
な
思
い
出
を
沢
山
作
っ
た
こ
と
な
ど
、

良
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。こ
の
気
持
ち

を
ず
っ
と
忘
れ
ず
に
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

紫
波
高
校　

三
年　

藤
原 
典
弥

 　

私
は
、
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
中
学

生
の
前
に
立
っ
て
指
示
を
出
し
た
り
、
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
質
問
さ
れ
た
と

き
に
う
ま
く
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
か

ら
、
も
っ
と
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

感
じ
た
こ
と
は
、
や
っ
ぱ
り
自
然
は
気

持
ち
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。自
然

を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
学

ん
だ
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

紫
波
高
校　

二
年　

東
梅　

瑠
衣

　

中
学
生
と
一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
少
し
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

気
軽
に
話
し
掛
け
て
く
れ
た
り
、
話
題
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
た
り
し
て
、
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
で
す
。自
分
が
年
上
な
の
で
、

し
っ
か
り
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う

責
任
感
を
少
し
は
持
て
た
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
中
学
生
の

手
本
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

夏
の
山
の
空
気
な
ど
、
自
然
を
満
喫
で

き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
楽
し
い

体
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

紫
波
高
校　

三
年　

佐
々
木　

恵
美

高 
校 
生 
の 
感 
想

振
興

教
育
だ
よ
り
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◇
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
に
つ
い
て

　
　

�
原
因
療
法

　

治
療
方
法
は
一
人
ず
つ
の
病
状
に
合
わ
せ
決
定

さ
れ
ま
す
。C
型
肝
炎
が
、
初
期
の
軽
い
状
態
な
の

か
、
あ
る
程
度
進
ん
だ
状
態
な
の
か
、
病
期
に
よ
っ

て
、
ま
た
、
肝
細
胞
の
状
態
や
、
肝
臓
の
残
存
機

能
な
ど
に
よ
っ
て
治
療
方
針
は
異
な
り
ま
す
。大
切

な
こ
と
は
定
期
的
に
受
診
し
そ
の
時
そ
の
時
の
「
肝

臓
の
状
態
」
を
正
し
く
知
り
、
健
康
管
理
の
方
法

や
治
療
方
針
を
決
め
る
た
め
に
主
治
医
と
十
分
に

相
談
す
る
こ
と
で
す
。今
月
号
と
来
月
号
の
二
回

に
分
け
、
現
在
主
流
に
な
っ
て
い
る
治
療
法
を
紹
介

し
ま
す
。

　

C
型
肝
炎
の
治
療
方
法
は
大
き
く
分
け
て
�
原
因

療
法
（
抗
ウ
イ
ル
ス
療
法
）
と
�
対
症
療
法
に
分
か
れ

ま
す
。今
回
は
原
因
療
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

原
因
療
法
は
ウ
イ
ル
ス
を
身
体
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を

第
一
の
目
標
と
し
て
行
わ
れ
、
各
種
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェロ
ン

を
用
い
た
治
療
法
と
イ
ン
タ
ー
フ
ェロ
ン
と
リ
バ
ビ
リ
ン
の

併
用
療
法
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
フ
ェロ
ン
は
、
本
来
私
た
ち
の
体
の
中
で
作
ら

れ
る
免
疫
物
質
の
一
種
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
に
か

か
っ
た
と
き
に
、
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え
る
働
き
を
す

る
も
の
で
、
C
型
肝
炎
治
療
の
中
心
と
な
る
薬
で
す
。

リ
バ
ビ
リ
ン
と
い
う
薬
は
単
独
で
使
用
す
る
と
効
果
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェロ
ン
と
併
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
治
療
効
果
が
格
段
に
高
く
な
り
ま
す
。

　

治
療
期
間
は
通
常
六
カ
月
間
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
一
年
間
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
治
療
法
を
行
っ
て
も
完
全
に
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
肝
機
能
の
改
善
と
発
が

ん
の
抑
制
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。で
す
か
ら
、

完
全
に
治
ら
な
い
場
合
で
も
三
〜
五
年
の
時
間
の
巻
き

戻
し
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
副
作
用
に
つ
い
て
﹈

　

治
療
に
は
少
な
か
ら
ず
副
作
用
が
伴
い
ま
す
。薬
の

量
を
調
節
し
た
り
、
症
状
を
抑
え
る
た
め
の
鎮
痛
解
熱

薬
な
ど
を
使
用
し
対
応
し
た
り
し
ま
す
が
、
薬
の
投
与

を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
副
作
用
が
出
る
時
も
あ
り
ま

す
の
で
、
治
療
中
は
厳
密
な
検
査
な
ど
に
よ
る
経
過
観

察
が
必
要
で
す
。

　

①
イ
ン
タ
ー
フ
ェロ
ン
で
は
、
発
熱
、
頭
痛
、
白
血
球

減
少
、
血
小
板
減
少
、
食
欲
不
振
、
脱
毛
な
ど
。時
に

精
神
的
不
安
定
（
う
つ
状
態
）、
間
質
性
肺
炎
な
ど
の

症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

②
リ
バ
ビ
リ
ン
で
は
、
貧
血
（
溶
血
性
貧
血
）、
皮
膚

の
掻
痒
症
や
中
毒
疹
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

次
回
は
対
処
療
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

C
型
肝
炎
の
治
療
方
法
―
―
原
因
療
法
で
ウ
イ
ル
ス
を
抑
え
る

（
原
稿
提
供　
　

渡
辺
内
科
医
院　

渡
辺
立
夫
院
長
）

インターフェロン�

発熱、頭痛、�
白血球減少、血小板減少、�
食欲不振、脱毛など�

�
時に精神的不安定�
（うつ状態）、�
間質性肺炎など�

リバビリン�

貧血（溶血性貧血）、�
皮膚の掻痒症、�
中毒疹など�

C型肝炎の�
原因治療による�
副作用�
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熊
本
大
会
で
銅
賞
受
賞

さ
ら
に
上
位
を
ね
ら
う
石
橋
さ
ん

　
 
菊
池
木
工
所
で
働
く
石
橋
明
日
香

さ
ん
（
二
十
二
歳
）
は
建
具
部
門
に
出

場
し
ま
す
。建
具
部
門
は
制
限
時
間

（
十
一
時
間
半
）
内
に
仕
口
の
集
合
体

を
、
か
ん
な
、
の
こ
ぎ
り
な
ど
の
手
加

工
作
業
で
仕
上
げ
、
そ
の
正
確
さ
、
美

し
さ
を
競
う
も
の
で
す
。

　

石
橋
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
絵

を
描
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
高
校

は
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
し
ま
し
た
が
、
自

分
は
描
く
こ
と
よ
り
も
、
物
を
作
る
方

が
む
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
気
づ

き
こ
の
道
に
進
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

菊
池
木
工
所
に
勤
め
て
三
年
に
な

る
石
橋
さ
ん
は
、
昨
年
、
県
の
木
工
建

具
手
加
工
作
業
二
級
技
能
検
定
で
金

賞
を
受
賞
し
、
熊
本
で
行
わ
れ
た
技
能

五
輪
全
国
大
会
に
出
場
。み
ご
と
銅
賞

を
獲
得
し
た
た
め
、
今
年
の
技
能
五
輪

に
は
シ
ー
ド
で
出
場
し
ま
す
。

　

精
神
面
が
と
て
も
強
い
と
菊
池
木

工
所
の
社
長
が
太
鼓
判
を
押
す
石
橋

さ
ん
は「
今
年
は
あ
せ
ら
な
い
で
、
じ
っ

く
り
と
、
悔
い
が
残
ら
な
い
作
品
を
仕

上
げ
、
前
回
よ
り
上
位
を
ね
ら
い
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

第
四
十
一
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
（
新
潟
大
会
）
が
十
月
二
十
四

日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
新
潟
市
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
ほ
か
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
す
。こ
の
大
会
は
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
機
械
組
立
て
、
広
告
美
術

な
ど
三
十
四
競
技
種
目
を
対
象
と
し
て
全
国
か
ら
千
人
ほ
ど
の
青

年
技
能
者（
満
二
十
三
歳
以
下
）が
集
い
、
そ
の
技
能
レ
ベ
ル
日
本
一

を
競
う
も
の
で
す
。県
内
か
ら
は
二
十
種
目
五
十
七
人
が
参
加
、
そ

の
う
ち
町
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
出
場
し
ま
す
。

　
【
建
具
部
門
】石
橋
明
日
香
さ
ん（
菊
池
木
工
所
）

　
【
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
】野
崎
利
徳
さ
ん
、
中
村
崇
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ニ
チ
コ
ン
朝
日
）

　
【
洋
裁
部
門
】滝
浦
清
子
さ
ん（
三
和
ド
レ
ス
盛
岡
工
場
）

　
【
電
子
機
器
組
立
て
部
門
】吉
田
貴
さ
ん（
盛
岡
セ
イ
コ
ー
工
業
）

　

若
さ
み
な
ぎ
る
皆
さ
ん
の
健
闘
に
期
待
し
ま
す
。

大会への準備に余念がない石橋明
日香さん。忙しい仕事の合間に自
らの技術を磨きます。

エキスパートが集う技の競演
技能五輪にいがた（全国大会）に

１０
　　２４頑張れ　若き匠

【問合せ】
　　　技能五輪にいがたゆめ・技・モノがたり2003 推進協議会

�025-280-5２１8　http://www.pref.niigata.jp/ginougorin/

　　　技能五輪２００４in 銀河系いわて推進協議会
　　　　�629-5581　http://www3.pref.iwate.jp/̃ ginougorin/

　来年度のこの大会は岩手県で開催されることが決
まっています。新潟大会、岩手大会とも競技のほかにさ
まざまなものづくりの楽しいイベントを用意しています。
入場無料で競技の観戦ができます。
日時　平成１６年１０月２２日（金）～２５日（月）
会場　産業文化センターアピオほか

来年は技能五輪２００４ in 銀河系いわて（第４２回技能五輪全国大会 /国際大会予選）

新潟
大会

岩手
大会
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片
寄
小
学
校
の
交
通
安
全
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
事
故
の
恐

ろ
し
さ
を
教
え
る
た
め
、
ダ
ミ
ー
人
形
が
乗
用
車
に
跳
ね
ら
れ
る
場

面
を
実
演
し
ま
し
た
。小
学
生
ほ
ど
の
大
き
さ
の
人
形
を
校
庭
に

ロ
ー
プ
で
吊
し
、
時
速
三
〇
キ
ロ
で
ぶ
つ
か
る
と
、
人
形
は
十
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
は
ね
飛
ば
さ
れ
、
そ
の
瞬
間
に
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
悲
鳴
の

よ
う
な
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。県
内
で
も
小
学
生
の
い
た
ま
し
い
死

亡
事
故
が
あ
り
、「
道
路
の
縁
石
に
は
絶
対
に
乗
ら
な
い
、
座
ら
な
い
、

歩
か
な
い
」
こ
と
を
警
察
署
の
菅
原
上
平
沢
駐
在
員
と
子
ど
も
た
ち

は
約
束
し
ま
し
た
。

　

相
場
教
頭
先
生
は
「
４
月
ご
ろ
は
み
ん
な
気
を
付
け
て
登
下
校
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ご
ろ
は
慣
れ
も
あ
り
、
危
な
い
と
思
う
こ
と
が

あ
る
の
で
、
自
分
の
命
を
守
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話

し
、
学
年
ご
と
に
学
校
前
の
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
再
確
認
し
て
い

ま
し
た
。

　

片
寄
小
学
校
前
の
道
路
は
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
き
、
自
動
車
は

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
さ
な
い
ま
ま
通
行
し
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
も
頻
繁
に

通
る
場
所
で
す
。子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
も
人
に
優
し
い
運
転
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、木
の
す
ば
ら
し
さ
を
も
っ
と

子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、上
平
沢
小
学
校
で
は
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
城
所
啓
二
さ
ん（
愛
知
県
）を

招
き
ま
し
た
。町
の
山
か
ら
切
り
出
し
た
杉
の
百
年
木（
直

径
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
）を
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
を
使
い
分
け
て
、作
品
を
彫
っ
て
く
れ
ま
し
た
。大
き
な

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
排
気
量
が
七
〇
c
c
も
あ
り
、エ
ン
ジ
ン
が

か
か
る
と
も
の
す
ご
い
音
と
と
も
に
、木
く
ず
が
何
メ
ー
ト

ル
も
高
く
上
が
り
、み
な
驚
い
て
い
ま
し
た
。完
成
ま
で
に
は

三
〜
四
時
間
か
か
る
そ
う
で
す
が
、十
五
分
ほ
ど
す
る
と
、

頭
の
形
が
み
え
て
き
て
、子
ど
も
た
ち
は「
熊
だ
、熊
だ
」と
さ

さ
や
き
は
じ
め
ま
し
た
。出
来
上
が
っ
た
作
品
は
上
平
沢
小

学
校
に
飾
ら
れ
、毎
日
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
て
い
ま
す
。

子どもたちの人気者
丸太からできた熊

 ９
　　１０

ダミー人形で交通事故の
恐さを体験　

 ９
　　１０

　

今
年
で
三
回
目
と
な
る
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
が
、
二

週
間
半
に
わ
た
り
チ
ェ
コ
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
か
ら

大
学
生
中
心
の
十
四
人
を
迎
え
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は

特
に
音
楽
を
通
し
た
交
流
が
中
心
で
、
福
祉
施
設
や
小

学
校
で
、
バ
イ
オ
リ
ン
や
チ
ェ
ロ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏

を
披
露
し
た
り
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

古
館
小
学
校
五
年
二
組
の
教
室
で
は
、
韓
国
の
李
婀
賢

さ
ん
が
韓
国
の
歌
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
、
一
緒
に
ダ
ン

ス
し
な
が
ら
歌
い
ま
し
た
。婀
賢
さ
ん
は
町
で
二
週
間
ほ

ど
過
ご
し
、「
空
気
が
き
れ
い
で
、
人
が
優
し
い
、
と
て
も

い
ご
こ
ち
が
い
い
町
で
す
。食
べ
物
も
韓
国
と
似
て
い
る
の

で
、
何
で
も
食
べ
ら
れ
ま
す
」と
い
う
感
想
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

上
平
沢
小
学
校
を
訪
問
し
た
グ
ル
ー
プ
は
フ
ラ
ン
ス
の

リ
オ
ン
で
よ
く
作
ら
れ
る
人
形
を
三
年
生
と
一
緒
に
制
作

し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
フ
ラ
ン
ス
語
は
話
せ
な
い
の
に

気
持
ち
が
通
じ
る
よ
う
で
、
布
を
切
る
難
し
い
部
分
は
す

ぐ
に
聞
い
て
一
緒
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
行
は
期
間
中
、
自
転
車
管
理
棟
で
自
炊
し
、
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
で
の
農
作
業
体
験
や
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
の

清
掃
作
業
も
行
い
ま
し
た
。

言葉が通じなくても、すぐ仲良しに
国際ワークキャンプ２００３

 ８　　　　　９
　　 ２７～　　 １３
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図
書
館
支
援
グ
ル
ー
プ
ほ
ん
太
ネ
ッ
ト
の
活
動
三
周
年
を
記
念
し

て
、
元
オ
フ
コ
ー
ス
の
ド
ラ
マ
ー
大
間
ジ
ロ
ー
さ
ん
の
ド
ラ
ム
演
奏
を

交
え
た
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
夢
は
叶
う
」
と
題
し
て
、

ビ
ー
ト
ル
ズ
や
レ
ッ
ド
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
に
あ
こ
が
れ
、
武
道
館
の
舞
台

で
自
分
が
演
奏
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
こ
と
か
ら
ド
ラ
マ
ー
と

し
て
の
道
が
開
け
た
こ
と
や
、
オ
フ
コ
ー
ス
時
代
の
メ
ン
バ
ー
の
話
に

は
勇
気
づ
け
ら
れ
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
。母
親
が
石
鳥
谷
町
の
新

堀
出
身
と
い
う
話
し
に
な
る
と
、
石
鳥
谷
か
ら
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
に

参
加
し
た
人
た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。現
在
は
故
郷
秋

田
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
、
元
オ
フ
コ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー
と「
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
・
」を
結
成
し
ア
ル
バ
ム
や
ラ
イ
ブ
活
動
を
し
た
り
、
和
洋
楽
器
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト「
天
・
地
・
人
」で
は
津
軽
三
味
線
、
和
太

鼓
、
ド
ラ
ム
の
新
た
な
音
の
世
界
に
挑
戦
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
「
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
☆
見
つ
け
よ
う
２
０
０
３
」
と
し
て
同
時
開

催
さ
れ
た
「
い
い
本
選
ぶ
会
」
も
毎
回
好
評
で
、
今
回
も
多
く
の
人
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。大
間
さ
ん
が
勧
め
る
本
は
「
変
な
人
の
書
い
た
ツ

イ
て
る
話
」（
斎
藤
一
人
著
）と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

古
館
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
小
川
奈
緒
美
代
表
、
加

藤
道
成
監
督
）
が
、
八
月
四
日
か
ら
東
京
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
へ

出
場
し
、
和
歌
山
県
の
チ
ー
ム
相
手
に
一
セ
ッ
ト
奪
う
な
ど
健
闘
し

て
き
ま
し
た
。こ
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
三
年
前
に
も
全
国
大
会
へ

出
場
し
て
お
り
、
当
時
の
メ
ン
バ
ー
が
現
在
所
属
し
て
い
る
紫
波
一

中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
男
子
は
、
県
大
会
で
優
勝
と
い
う
成
績
を
収
め

て
い
ま
す
。今
後
も
、
部
員
が
中
・
高
校
へ
進
学
す
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
周
囲
の
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
そ
う
で
す
。町
長
室
に
凱
旋

報
告
に
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
藤
原
町
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
ス

ポ
ー
ツ
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。で
も
、
勉
強
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」と
言
わ
れ
、「
は
い
、
勉
強
も
が
ん
ば
り
ま
す
」と
元
気
に
答
え
て

い
ま
し
た
。こ
の
チ
ー
ム
に
は
古
館
地
区
だ
け
で
な
く
、
長
岡
か
ら
も

参
加
し
て
お
り
、
や
る
気
の
あ
る
子
ど
も
な
ら
、
ど
の
地
区
か
ら
も

参
加
で
き
る
そ
う
で
す
。

古館スポ少、バレーボールで
全国大会の結果報告に

 ９
　　１７

夢を叶えた元オフコースのドラマー、
大間ジローさんが来町

 ９
　　２０

　

ご
み
ポ
イ
捨
て
監
視
員
と
衛
生
組
合
連
合
会

役
員
と
の
合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。始

め
に
意
見
交
流
会
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の
活
動
や

事
業
を
通
じ
て
の
ご
み
の
減
量
化
、
環
境
美
化
に

対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
ご
み
集
積
所
利
用
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
つ

い
て
は
、
ご
み
ポ
イ
捨
て
監
視
員
、
衛
生
組
合
連

合
会
役
員
ど
ち
ら
も
指
摘
す
る
問
題
で
あ
り
、
区

長
や
班
長
の
指
導
だ
け
で
な
く
、
啓
発
活
動
な

ど
に
よ
る
住
民
意
識
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。そ
の
後
、
藤
原
町

長
か
ら
資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
講

話
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
お
互
い
の
連
携
を
確
認
し
て
研
修
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

「ごみ集積所」はみんなでマナーを
守ってきれいに使いましょう

 ８
　　 ２６
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集団婦人検診を受けられなかった人へ

個別子宮がん検診のお知らせ
　今年度の集団婦人検診はすでに終了しましたが、期間中に受診できなかった

３０歳以上の人を対象に、個別子宮がん検診を実施します。健康を守るためにも、

受診していない人は、この機会を利用し、年に１度は検診を受けましょう。

◇● 検診期間　１０月２７日（月）～１１月２８日（金）　※土・日曜・祝日は除きます

◇● 受付時間　午前９時～正午・午後２時～５時

◇● 指定検診機関　横川産婦人科医院（北日詰字東ノ坊２８-３　�６７６-３８１１）

◇● 検診料金　料金６,４０５円のうち自己負担１,７００円（病院受付で納入）

　　　　　　　　　　　　　　　町負担４,７０５円

　　　　　　※７０歳以上の人は無料になります

◇● その他　保険証と自己負担分の検診料金を持参し、受診してください。

　　　　　問診票は病院の受付にありますので、受診時に記入してください。

◇● 問合せ　長寿健康課健康推進室�６７２-４５２２　有線０１-８９９１

平成１５年度　日詰公民館・健康講座

「元気プラス講座」開設
　日詰公民館が主催するプレ更年期から更年期までを上手に過ご

せるようにするための講座です。全３回で、今回が第１回になり

ます。これから更年期を迎える人、現在そのきざしが現れつつあ

る人、そして更年期で悩んでいる人などお気軽にご参加ください。

◇● 日時　１０月２２日（水）、午前９時３０分～午後２時

◇● 場所　中央公民館

◇● 内容　午前９時３０分～「体操」（体育指導員の佐藤淳子さんに

よる中国の医療体操「練功」）／午前１０時３０分～「調理・試食」

（元気プラスクッキング隊による漢方的食事・薬膳）／午後１時

～「講演」（助産師の直嶋昌代さんによる「更年期って何？」）

◇● 参加費　１,０００円（調理材料代）　※体操と講演は無料。当日は

動きやすい服装でご参加ください。調理希望の人はエプロン持参。

◇● 問合せ・申込　１０月１７日（金）までに日詰公民館へ�６７１-１６４２

◇● 今後の開催予定　【第２回】１１月２６日（水）、【第３回】１２月

１５日（月）

盛
岡
へ�

東
北
本
線�

花
巻
へ�

国
道
４
号
線�横

川
産
婦
人
科
医
院�

赤
石
公
民
館�

日
詰
駅�

● お わ び と訂 正 ●
　紫波ネットお知らせ版１０月号の８ページ、新しい保育

所の求人記事内に誤りがありました。事務員、調理師募

集対象は「昭和４８年４月２日」ではなく、「昭和２８年４

月２日から」です。おわびし訂正いたします。

紫波町 ITサポートセンター主催

パソコン講習会
　紫波町 IT サポートセンターでは次のとお

りパソコン講習会を開催します。

昼の部（午後２時～５時）

●１０月１４日～２２日の火・水曜
パソコン入門コース

●１０月１６日～２４日の木・金曜
エクセル入門コース

●１０月２８日～１１月５日の火・水曜
エクセル入門コース

●１０月３０日～１１月７日の木・金曜
ワード入門コース

夜の部（午後６時～９時）

●１０月２１日（火）～２４日（金）
ワード入門コース
◇● 受講料と定員　各コース２,０００円、定員１０人
◇● 問合せ・申込　紫波町 IT サポートセンター
�６７６-６５５８

Eメール　help.shiwa@iris.ocn.ne.jp

公有財産（車両）の公売について

　町では次の３台の車両を公売します。詳しい内容、車両の状

況はお問い合わせください。

◇● 公売物件　小型ポンプ付き積載車（トヨタ製消防車〈M-RK１１１

改〉、昭和５９年登録）／普通貨物車（三菱キャンター〈P-FE４３５F

改〉、昭和６３年登録）／油圧式パワーショベル（コマツ製〈PC２０-

５〉、昭和４６年登録）

◇● 受付　土・日曜・祝日を除く１０月１５日（水）～１１月１４日（金）、

午前９時～午後５時に総務課職員管財室へ

◇● 問合せ・申込　総務課職員管財室�６７２-２１１１　内線２３１２
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インフルエンザ予防接種
６５歳以上に町が助成

　インフルエンザは流行すると、高

齢者の死亡率が高くなります。町では、

その対策として、今年も６５歳以上の

人を対象にインフルエンザ予防接種

の費用の一部を負担します。今年は、

流行前にできるだけ多くの人が接種

できるように時

期を早めていま

す。詳しくは紫

波ネットお知ら

せ版１１月号でお

知らせします。

◇● 実施時期　平成１５年１０月２０日

（月）～平成１６年１月３１日（土）

◇● 実施方法　指定医療機関で個別接

種

◇● 受診券　指定医療機関または、保

健センターで交付

◇● 問合せ　長寿健康課（保健セン

ター内）�６７２-４５２２

　盛岡地方振興局では、雇用拡大を

目的にNPO などの起業や就職を希

望する人材を育成する「NPO起業等・

マネージメント講座」を開設します。

NPO などの基礎知識やコミュニティ・

ビジネスなどに関するマネージメント

を学ぶほか、実際に事業を行っている

NPO などの見学も予定しています。

なお、募集要項は１０月下旬にホーム

ページに掲載するほか、盛岡地方振

興局地域振興課で配布する予定です。

◇● 講 習 期 間　平 成１５年１１月２５日

（火）～平成１６年２月２７日（金）を予

定（月曜～金曜までの夜間および土曜

の日中に開催。詳しくは要項でお知ら

せします）

◇● 募集定員　３０人（面接により選考）

◇● 場所　学科は盛岡市内、実地研修

は県内および隣県

◇● 受講料　無料（ただしテキスト代、

交通費、実地研修費は自己負担）

◇● 問合せ　盛岡地方振興局企画総務

部地域振興課�６２９-６５１２

大規模な土地取引には
届出が必要です

　  ５,０００m2以上（都市計画区域以外

は１０,０００m2以上）の一団の土地を売

買するとき、土地の権利取得者（買

主）は契約締結日から２週間以内に

県知事に届け出なければなりません。

これは無秩序な土地利用を防止する

ために、国土利用計画法で定められ

ているもので、無届などには罰則（懲

役６ヵ月以内または１００万円以内の

罰金）もありますのでご注意くださ

い。売買のほかに交換、営業譲渡、

譲渡担保、代物弁済、地上権・賃借

権の設定・譲渡、予約完結権・買戻

権などの譲渡も対象となります。一

団の土地は、複数の地続きの土地を

ひとりの人が取得する場合に該当し、

売主が複数人で個々の面積が小さく

ても対象となります。

◇● 届出先・問合せ　政策経営課政策

調整室�６７２-６８７１

　岩手大学では、地域社会の文化へ

の向上と国際社会の発展に貢献の理

念に基づき、社会人特別選抜学生を

次のとおり募集します。

◇● 募集内容　教育学部生涯教育課程

生涯教育コースと同学部芸術文化課

程造形コース（美術）。いずれも人員は

は若干名

◇● 出願資格　平成１６年４月１日現在

の年齢が満２３歳以上で、高等学校卒

業か同等以上の学力があると認めら

れる人、または通常の課程による１２

年の学校教育を修了した人

◇● 選抜日程　１１月１５日（土）、午前９

時３０分～　※生涯教育課程生涯教育

コースは小論文と面接、芸術文化課

程造形コースは面接

◇● 出願　１１月１日（土）～７日（金）に

所定の出願書類を添えて持参または

速達書留で郵送

◇● 問合せ　岩手大学学生部入試課

�６２６-１２０２　※問合せは原則として

志願者本人が行ってください。

増田知事に直接
提言してみませんか

　紫波町、盛岡市、矢巾町在住の人

を対象に、増田知事に意見や提言を

直接伝えることができる「知事との対

話」が次のとおり開催されます。どな

たでも参加できますので、気軽にご

応募ください。

◇● 日時　１１月２０日（木）、午後３時～

５時

◇● 場所　矢巾町保健福祉交流セン

ター「さわやかハウス」（矢巾町大字南

矢幅、田園ホール西隣　�６１１-２８２１）

◇● 募集定員　３０人（応募多数の場合

は盛岡地方振興局が選定）

◇● 申込締切　１０月３１日（金）

◇● 問合せ・申込　盛岡地方振興局企

画総務部企画課�６２９-６５１０

　県看護協会助産師職能委員会では、

１１月３日の「いいお産の日」に合わせ、

「いいお産の日　in　いわて」を開催

します。妊娠中の人や子育て真っ最中

の人はもちろん、出産未経験の人で

も気軽に参加できます。ご夫婦での参

加も歓迎します。

◇● 日時　１１月３日（文化の日）、午後

１時～４時、入場無料

◇● 場所　プラザおでって（盛岡市中の

橋通）　※託児室もあります

◇● 内容　体験コーナー〈妊婦になって

みましょう／子育てミニ体験／赤ちゃ

んにさわろう〉、分娩の経過を知ろう、

手作り産着コーナー／ベビーマッ

サージ／おっぱいコーナー

◇● 問合せ　県看護協会�６６２-８２１３

社会人もチャンス！ 岩大で
社会人特別選抜学生

盛岡地方振興局主催の
起業＆マネージメント講座

「お母さん」たちを応援
いいお産の日 inいわて
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下町　 龍  也 さん（３年）
たつ や

　みんなが描くものと少
し違うものを描いてみた
くて、黒と赤のコンテだ
けを使ってみました。陸
上部で短距離が得意です
が、なかなか思うような
記録が出せず苦しんだこ
ともあったそうです。

珍
客
来
訪
―
―
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

　
　

武
田　

俊
之
さ
ん（
片
寄
）の
作
品

　

杉
林
の
床
に
広
が
る
六
月
の
若
草
。

普
段
は
何
も
気
に
留
め
る
こ
と
の
な
い

見
慣
れ
た
風
景
。

　

そ
の
日
は
、
い
つ
も
と
少
し
違
っ
た
。

ふ
と
、
視
線
を
感
じ
二
階
の
窓
の
外

か
ら
林
に
目
を
向
け
る
と
、
わ
が
家

を
訪
れ
た
珍
客
が
食
事
の
真
っ
最
中

だ
っ
た
。　

真
っ
黒
な
体
に
、
白
い
月
輪
。

そ
う
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
で
あ
る
。

　

わ
が
家
の
裏
山
は
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ

ネ
、
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
動
物
の
宝
庫
。

そ
の
森
の
民
で
あ
る
彼
が
ま
む
し
ぐ

さ
草（
こ
の
辺
で
は「
ヘ
ビ
ノ
ダ
イ
ハ
チ
」

と
呼
ん
で
い
る
）
を
夢
中
に
な
っ
て
食
べ

て
い
た
。

　　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
恐
ろ
し
い
も
の
で

あ
る
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
と

き
の
彼
の
穏
や
か
な
顔
は
、
恐
ろ
し

さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　　

人
間
も
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
も
、
自
然

に
生
か
さ
れ
て
い
る
仲
間
で
あ
る
。

　

山
火
事
や
山
林
開
発
に
よ
り
、
彼

ら
は
棲
家
を
追
わ
れ
、
里
に
下
り
て

き
て
い
た
ず
ら
を
す
る
。こ
れ
か
ら
は
、

共
に
生
き
て
い
く
道
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

残したい日 の々生活・風景などを、あなたの秘蔵・自慢の写真で紹介

あ
な
た
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す　
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藤尾　 初  音 さん（３年）
はつ ね

自分の普段の表情を素直
に表現した作品です。美
術部に所属し、イラスト
を描くことが大好きで、
将来は漫画家になれたら
いいなと思っています。

［作品名］自画像
紫波第一中学校


